
ローカルワーク

北海道の地方の可能性に目を向け、
「やりがい」に注目した仕事情報を
紹介するWEBサイト
「ローカルワーク in HOKKAIDO」
のトークイベントを開催します！

2018

12/14（金）
18:00～20:00

日時

個別相談タイム

参加 無料
要申込

北海道の地方に暮らし、移住や起業を経験している「ローカルワークコーディネーター」
から、北海道で働くことや暮らすことの魅力や可能性について聞いてみませんか？
個別相談タイムもあります。
北海道のリアルな情報を知るチャンスです！　ぜひ、お気軽にお越し下さい。

ふるさと回帰支援センター
セミナーコーナー A  （「どさんこ交流テラス」隣）

東京都千代田区有楽町 2丁目 10番 1号

東京交通会館 ８階 

参加を希望される方は、下記の事項について
前日までに Email かお電話でお伝え下さい。
①お名前　②お住まいの市・区・町村名　
いただいた個人情報は本事業の運営管理の目的のみに使用いたします

定員20名（先着順。定員に満たない場合は当日受付可）　

（株）石塚計画デザイン事務所　（担当：後藤・小林）
Tel ：011-251-7573（平日 9:30～18:00）　
 Email ：h-shigoto@community-design.jp

本事業は北海道から（株）石塚計画デザイン事務所　が受託し運営しています

【お申込・お問い合わせ先】

申込方法

プログラム
「ローカルワーク in HOKKAIDO」紹介
ゲスト（コーディネーター）のトーク
ゲスト +参加者で グループトーク
終了後、個別相談タイム（20:45 まで）

18:00～
18:15～
18:45～
20:00

ゲスト（ローカルワークコーディネーター）

（20:00～20:45　　　　　　　）

北海道各地で活躍中の４名のコーディネーター
が参加します！（詳しくは裏面をご覧下さい）

会場

麻生 翼 さん
NPO法人 森の生活
代表理事　

橋本 直樹 さん
NPO法人ユニライズ 
代表理事

 坂本 純科 さん
NPO法人北海道エコビレッジ
推進プロジェクト 理事長

扇 みなみ さん
Casochi 合同会社 
業務執行社員　

下川町から

滝上町から

余市町から

由仁町から
【主催】

北海道 総合政策部 地域創生局 地域戦略課

北海道ウィーク

東京オフィス 2018年 第 503回ふるさと暮らしセミナー　　主催： 北海道　共催：認定NPO法人ふるさと回帰支援センター

北海道の地方で暮らすことや
働くことに興味がある方なら、
どなたでも大歓迎です！　　

参加
対象



ローカルワーク in HOKKAIDO
URL: http://www.hokkaido-iju.jp/localwork/

農林水産業の六次産業化、地域資源を活かした観光など、北海道の地方の可能性に目を向け、やりがいに満ちた
仕事にチャレンジする企業・団体を、エリアごと、カテゴリごとにご紹介するWEBサイトです。
求人のある場合は求人情報へのリンクもありますので、ぜひご覧ください。
たったひとつの人生。納得のいく仕事と暮らしを北海道で見つけてみませんか？

「ローカルワーク in HOKKAIDO」では、27名の「ローカルワークコーディネーター」が仕事情報を収集しています。
今回は自ら移住や起業を経験している 4名が参加します。グループトークや個別相談で直接お話ししませんか？

ゲスト（ローカルワーク コーディネーター）の紹介

さん（下川町）　　

町の面積の９割を占める森林を活かした森林環境教育事業や
森を楽しむ滞在・交流事業、有効活用されていない広葉樹を
中心とした顔の見える木材供給事業を行っています。　　　
名古屋市出身で、大学時代に北海道の田舎を訪れ、豊かな自
然とそのそばで暮らす人々の魅力にとりつかれました。関西
の種苗会社勤務等を経て 2010 年に NPO 法人森の生活に就
職して移住。2013 年に代表理事に就任しました。下川町は
なぜか移住者のあつまる、とても寛容で、チャンレンジング
な町です。未来に向けて愉快な地域をつくっていきましょう。

麻生 翼

NPO法人 森の生活　
代表理事　

さん（滝上町）　　

東京の IT 系の企業で法人営業を担当していましたが、結婚＆
夫の転勤に合わせ退職。盛岡、青森へと移り住み、順調に北上
していく夫を「実家北海道の牧場で働けばいい！」とスカウト。
2016年に滝上町へUターンして、同じく実家「井上牧場」で
お手伝いをしていた妹と「Casochi 合同会社」を設立しました。
人口減少が進む地域はネガティブに捉えられることが多いです
が、小さなまちならではの魅力がいっぱいで、自分の意志と力
で暮らしていける自由さがあります。そんな豊かな田舎の暮ら
しや楽しさを、多くの皆さんにお伝えしていきたいです。

扇 みなみ

Casochi 合同会社 
業務執行社員　

さん（余市町）　　

埼玉県から北海道の大学に進み、札幌市職員に。退職後、
2006 年より約２年ヨーロッパに滞在し、様々なエコビレッジ
を訪問し 2011 年に余市町での活動を開始。エコビレッジや
トランジションタウンをテーマにした講義や農作業など、様々
なプログラムを取り入れたワークキャンプやエコカレッジを
はじめ、人材育成や地域活動にも取り組んでいます。　　　
敷地内には多くのボランティアの力を借りて学び舎やシェア
ハウスも建設しました。年間を通して多くのボランティアが
滞在し、北海道での暮らしを体験しています。　　　　　　

坂本 純科

NPO法人 北海道エコビレッジ
推進プロジェクト 理事長　

さん（由仁町）

東京出身で大学卒業後から 2006年まで仙台市に在住し、東日
本大震災発生後は宮城県内で復興支援活動に取り組みました。
この活動を機に地域で挑戦することを決意し、2014年に地域
おこし協力隊として由仁町に移住。2016年にNPO法人を設
立し、移住・定住促進を柱に地域間連携や人材育成などを行っ
ています。人口5,200人弱の小さな町ですが活動的な人が多く、
それこそが町の一番の資源だと確信しています。 ひとりでも多
くの人にこの町に暮らしたい、この町で挑戦したいと思っても
らえるよう取り組んでいます。 

橋本 直樹

NPO法人ユニライズ 
代表理事　

「ローカルワーク in HOKKAIDO」　について

facebookページでも北海道関連の取組を発信中

「就業起業塾 in HOKKAIDO」


